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議 事 日 程（１０月定例会） 

 

日程第１ 議案第 34号 高松市教育委員会公印規則の一部改正について  

日程第２ 議案第 35号 高松市図書館処務規程の一部改正について  

日程第３ 議案第 36号 高松市歴史資料館等協議会委員の委嘱について  

日程第４ 報告事項   

 １ 平成２８年度全国学力・学習状況調査に係る結果の考察と今後の指

針について 

 

 ２ 高松市生涯学習市民意識アンケート調査の実施について  

 ３ 夢みらい図書館の開館について  

 ４ 第１２回高松市子ども読書まつりの開催について  

 ５ 「第１２回高松市子ども読書まつり読書感想画展」に係る入賞者の

決定について 

 

 ６ 「第５回高松市図書館を使った調べる学習コンクール」に係る入賞

者の決定について 

 

 ７ 平成２９年度高松市立幼稚園利用申込みについて  

 ８ 平成２７年度児童生徒の問題行動等生徒指導上の問題に関する調

査結果について 

 

 

 



 

【平成２８年１０月２７日（木） 議 事 内 容】 

 

午前９時３０分 開会 

 

吉澤委員、関元委員から就任挨拶。 

教育長が、会議録の署名委員に葛西委員を指名。 

 

日程第１ 議案第３４号 

議案第３４号 「高松市教育委員会公印規則の一部改正について」 

 

総務課長から、高松市夢みらい図書館の開館に伴う高松市教育委員会公印規則の一部

改正について説明。 

 

＜質疑＞ 

（発言する者なし） 

 

教育長が、各委員に諮り、原案のとおり可決。 

 

 

日程第２ 議案第３５号 

議案第３５号 「高松市図書館処務規程の一部改正について」 

 

中央図書館長から、高松市夢みらい図書館の開館に伴う高松市図書館処務規程の一部

改正について説明。 

 

＜質疑＞ 

（発言する者なし） 

 

教育長が、各委員に諮り、原案のとおり可決。 



 

 

 

日程第３ 議案第３６号 

議案第３６号 「高松市歴史資料館等協議会委員の委嘱について」 

 

文化財課長から高松市歴史資料館等協議会委員の委嘱について説明。 

 

＜質疑＞ 

○ 委  員  歴史資料館等協議会は昨年、何回開催されましたか。 

○ 文化財課長  前年度の経過の報告と新年度の計画について、４月に１回開催しています。 

○ 委  員  定期では年に１回で、臨時的なことがあれば開催するということですね。 

○ 文化財課長  はい、そうです。 

 

教育長が、各委員に諮り、原案のとおり可決。 

 

 

日程第４ 報告事項 

報告事項１ 「平成２８年度全国学力・学習状況調査に係る結果の考察と今後の指針に

ついて」 

 

学校教育課長から、平成２８年度全国学力・学習状況調査に係る結果の考察と今後の指針 

について説明。 

 

＜質疑＞ 

○ 委  員  学校訪問に行くと、家庭学習の時間が短いという話がいつもあるのですが、  

  家庭学習に関する項目の数字はほぼ同じや少し高いとなっていますが、家庭学習とい 

うよりも塾や家庭教師の時間も含まれているので、高いという回答になっているので 

しょうか。 

また、地域活動に参加することについて、小学校では高いようですが、中学校にな 



 

ると低くなっています。１つの小学校が１つの中学校にいく場合は地域は１つですの

で小中連携して地域との活動もできるのですが、２、３校区が一緒になった中学校で

は地域活動がしづらいところがあるので、活動を中学校につなげていくがとても大事

であると思います。地域を愛する心を育てるためには中学校も地域に開かれているこ

とが大切だと思います。 

○ 学校教育課長  まず、家庭学習の時間についてですが、塾に通っている率は学校によっ 

て多少の差は出ていますが、塾を除くと家庭学習がゼロという生徒もいますので、塾 

の時間の割合もかなり含まれていると考えられます。 

また、地域活動ですが、中学校になると活動できにくい理由の１つに部活動があり 

ます。地域の行事に部活の練習や試合が重なってなかなか参加できないという部分も 

あります。校区がいくつか集まってきていますが、統合したような地域の行事もあれ 

ば小学校ごとの行事に中学生がそれぞれの出身の小学校へ帰って参加しているとい

う例もあります。いずれにいたしましても中学生になると地域への足が遠のいていま

すので、地域との連携も含めまして課題として考えています。 

○ 委  員  部活動の日程調整が非常に難しいところがあって、地域の方が学校に活動の 

申入れをしても年度初めに言うように言われることが多く、なかなか地域活動の広が 

りになっていかない理由の１つになるのでしょうけれど、学校行事の中に地域活動を 

組み込んでいくのは非常に難しいことかと思いますが、できるだけ連携できたらと思 

います。 

○ 学校教育課長  逆に吹奏楽部などは地域での様々な場所での発表の機会を得られて喜

んでいる場合もあります。中学校も発表の場を求めている部分もありますので、日程

調整がうまくできればお互いにとっていいと思います。 

○ 教 育 長  学習時間は、１時間以上勉強しているお子さんは全国平均並みということで 

すが、逆に全くしていない子が全国を上回る程いて、家庭学習の習慣が全員に定着し 

ていないと判断している学校が多くあります。家庭学習の手引きを作成して、家庭学 

習をお願いしているところもあります。 

○ 委  員  保護者の協力が必要ですので、啓発をしていかないとかなり難しいと思いま 

す。 

○ 教 育 長  やはり大きな課題は、学力は高いのに勉強が好きと答えてくれる子どもたち 



 

が少ないということと、自尊感情ということですね。いろいろなことをしっかりやら

れているけれど、自分を大切に思う気持ち、自分は自分であっていいのだという気持

ちが日本では低い傾向になっていますが、本市でも課題になっています。 

○ 委  員  中学生の「難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している」が低いのも気 

になります。学校訪問をしていても、画一的で、みんなと同じでないと良くないこと

だと子どもながらに思っていて、少し違う考え方をしたり、捉え方が違うとだめなも

のだという感覚があるのではないかと感じます。 

学習についても、自主勉強をして来るよう言われて、何をしたらいいのか分からな

いお子さんが多いです。塾に行っていたら、こういう形で勉強をしていくとか勉強そ

のものをどうしていくかある程度わかっていたりするでしょうけれど、保護者が家庭

学習の時にしっかりとついて見たり、学習の仕方を教えていないと、どのようにした

らいいのかわからない、そしてわからないまま学習が進んでいき、それが二極化につ

ながり、勉強もそんなに好きではなくなってしまうと思います。 

そのあたりが失敗を恐れないで挑戦するということも全てがつながっている気が

します。試験では正解や不正解があるのは仕方がありませんが、授業としての進め方

で、もっと自由な発言や、間違えても「その考え方いいね」というようにいろいろな

答えを認められると楽しいものだと感じて、小さい時から発言をどんどんするように

なると思います。 

○ 学校教育課長  我々教員が目指すのは、分かる楽しい授業です。委員さんのおっしゃる 

通りで、発言を否定してはいけないということ、「その考えはいいですね」「こういう 

面から考えてみたらどうですか」とアドバイスすることを心掛けています。学年が進 

むごとに活発な意見が出にくくなりますが、それは教師が決まった答えしか求めてい 

ないので、それに向かって発言しにくい生徒が手を上げないということになっていく 

のだと思いますから、そういう点は我々の課題で、活発な意見発表の中で議論が進む 

ようにしていきたいと思います。 

○ 委  員  中学になるとカリキュラムもあり、横道にそれてばかりいられないというと 

ころもあるでしょうけれど、低学年の時からそういった議論の在り方や雰囲気でいけ 

たらいいと思います。 

○ 学校教育課長  アクティブ・ラーニングではないですが、授業の中で子どもたちが発言 



 

する機会を作ろうということで、全体の場で発表できる子もいればグループを組めば 

発表できる子もいるので、授業の中で発言して僕は授業に参加したということを意識 

できるような授業を目指しています。 

○ 委  員  この調査は継続してされているのですか。 

○ 学校教育課長  はい、そうです。 

○ 委  員  中学生の自尊感情が低いという傾向は続いているのですか。 

○ 学校教育課長  ここ数年、程度は多少上下しますが、自己肯定感は全国に比べて低いと 

いう結果が出てしまっています。 

○ 委  員  どうしたら自己肯定感を持てるかというのは課題の一つですね。 

○ 教 育 長  これにつきましては、６年生と中学３年生ですが、来月になると県の学習状 

況調査が実施されます。またその結果等についても出てくると思いますので、子ども 

たちの学力についても御報告申し上げますので、御意見等よろしくお願いします。 

 

 

報告事項２ 「高松市生涯学習市民意識アンケート調査の実施について」 

 

生涯学習課長から、高松市生涯学習市民意識アンケート調査の実施について説明。 

   

 ＜質疑＞ 

○ 委  員  前回の調査は平成２３年度ということでしたが、郵送での回収率はどうでし 

 たか。 

○ 生涯学習課長  全体で、郵送は３６．１％で、大変低い率でした。 

○ 委  員  １８歳以上の方から無作為抽出ということですが、生涯学習に関わるのは高 

齢者になると難しいと思いますが、高齢の方にも郵送しているのでしょうか。 

○ 生涯学習課長  無作為抽出ですが、高松市の人口構成に沿った形でございまして、前回 

の調査につきましては６０代が２５％、７０代以上が２３％でございまして、やはり 

若い方については少なくなっております。 

○ 委  員  超高齢の方は少なめになっているということでよろしいのでしょうか。９０ 

歳や１００歳の方は答えるのが難しいと思います。 



 

○ 生涯学習課長  人口構成比なので、９０歳以上は少ないと思います。 

○ 教 育 長  施設利用者に対しても２３年度も調査されたのですね。前回の回収率はどれ 

くらいの数字だったのですか。 

○ 生涯学習課長  講座の時に受講者にお配りしてその場で書いてもらっていますので、回 

収率は８５％です。 

○ 教 育 長  ８５０のデータが集まったということですね。 

○ 生涯学習課長  はい、そうです。 

○ 教 育 長  集計は一緒にされるのですか。 

○ 生涯学習課長  郵送用と施設利用者用は分けて分析して報告しますが、同時期に集計し 

てまた報告したいと思います。 

○ 教 育 長  分析は分けて、ということですね。一方は、施設を利用していますからね。 

○ 生涯学習課長  アンケートも違いますので、郵送用と施設利用者用は分けて分析します。 

 

 

報告事項３ 「夢みらい図書館の開館について」 

 

中央図書館長から、１１月２３日に開館する夢みらい図書館の概要について説明。 

   

 ＜質疑＞ 

○ 教 育 長  夢みらい図書館は１１月２３日に、たかまつミライエの開館と伴に開館と 

 いうことになっています。 

○ 教育局長  たかまつミライエというのは建物全体の総称で、元々市民文化センターがあ 

った跡地にこども未来館を中心に建物を建て、その中に併設する中西太コーナーや平

和記念館、男女共同参画センターなどと同様に夢みらい図書館が入ります。たかまつ

ミライエは６階建てで、併せて南側に医師会館があり、夜間急病診療所もありますの

で、一帯の中で駐車場も共有した形での利用になります。また機会がございましたら

後覧になっていただくなり、御利用いただきたいと思います。 

○ 委  員  蔵書は６万冊となっていますが、高松市内の図書館から持ち寄っているので 

しょうか、全部新品なのでしょうか。 



 

○ 中央図書館長  以前、松島図書館があったので、松島図書館の本もありますし、新しい 

ものもあります。全部新品というわけではありません。 

○ 委  員  新品もあるのですね。ここができたので、市内の別の図書館の蔵書が減った 

というわけではないのですね。 

○ 中央図書館長  そうです。 

○ 委  員  駐車施設は何台分ありますか。 

○ 中央図書館長  図書館だけではなく全体ではございますが、立体駐車場３階で１１２台 

です。 

○ 委  員  中央図書館と同じように利用者は来館証明を押してもらって１時間無料とい 

う形になるのでしょうか。 

○ 中央図書館長  そうです。１時間無料、２５分毎に１００円の加算となっています。 

○ 委  員  皆さん、子ども連れで行かれる時には公共交通機関を利用して来られる方も 

いるとは思いますが、車の方が多いので、図書館で駐車場が少ないところは利用しづ 

らいという声もありますので、駐車場は少しでも多い方がいいですね。 

○ 委  員  この辺りは一方通行が多くて非常に分かりづらい場所ですので、交通事故や 

渋滞が懸念されるため、交通標識の充実を検討していただきたいです。未だに夜間急 

病診療所へ来る人が高松医師会館に入ってくることもあります。それから、もう一つ 

は、どうしようもないことかもしれませんが、休館日が毎週火曜日というのはどうで 

しょうか。月に一回だけならまだいいのですが。いろいろな職種の方がいて、火曜日 

しか行けない人や火曜日に行きたい人もいるでしょうけれども、毎週火曜日に休館す

るのですか。 

○ 中央図書館長  休館日につきましては、たかまつミライエの建物自体の休館に合わせて 

いますが、図書館といたしましては夢みらい図書館が火曜日休館、香川図書館が金曜 

日休館、国分寺・牟礼・中央図書館が月曜日休館ということで、図書館から見るとど 

こかは開館しているようにしてはいます。 

○ 教 育 長  祝日は開館していますね。 

○ 委  員  サンポートや美術館など、公共の施設は月曜日の休館が多いので、そういう 

意味では比較的街なかで火曜日休館なのであれば、休みをずらしてくれているので利 

用しやすいのではないかと思います。 



 

○ 委  員  月末の休館日は、何か特別なことをする必要があるから休みなのですか。 

○ 中央図書館長  資料の整理などをしています。月末ですが、土日・休日に当たれば開館 

します。 

○ 委  員  ３０日が火曜日で、３１日が水曜日であれば２日続けてお休みですか。 

○ 中央図書館長  そうです。 

○ 教 育 長  火曜日は休館日で、水曜日は職員が出勤して資料を整理するのですね。 

○ 中央図書館長  月末を休館日にしているのは、地域館もあり職員が一堂に会する機会が 

ないため、研修に充てるためです。 

○ 委  員  月末が火曜日、土曜日、日曜日、国民の休日の場合は連休ではなくなるとい 

うことですか。 

○ 中央図書館長  はい、そうです。 

○ 教 育 長  ３階、４階には子どもたちの体験ゾーンのようなものもありますし、プラネ 

タリウムもありますので、ぜひ機会を我々の方で作って、見ていただきたいと思って 

います。 

 

 

報告事項４ 「第１２回高松市子ども読書まつりの開催について」 

 

中央図書館長から、１２月１１日に夢みらい図書館で開催する第１２回高松市子ども 

読書まつりの概要について説明。 

   

 ＜質疑＞ 

（発言する者なし） 

 

 

報告事項５ 「『第１２回高松市子ども読書まつり読書感想画展』に係る入賞者の決定

について」 

 

中央図書館長から、第１２回高松市子ども読書まつり読書感想画展に係る入賞者の概要に 



 

ついて説明。 

    

 

報告事項６ 「『第５回高松市図書館を使った調べる学習コンクール』に係る入賞者の

決定について」 

 

内海中央図書館長から、第５回高松市図書館を使った調べる学習コンクールに係る入賞者 

の概要について説明。 

   

 ＜質疑＞ 

○ 教 育 長  読書感想画展の入賞者の作品が来年の子ども読書まつりのチラシに使われ

るのですね。 

○ 中央図書館長  今お配りしているチラシは昨年の入賞者の作品です。来年は今年の幼稚 

園の部の入賞者の作品を使用します。 

○ 委  員  調べる学習コンクールは今回、学生の応募がなかったのは残念ですが、今ま 

で、過去４回では確か中学生の応募もあったと思います。昨年１２件あったのに急に 

なくなったのですね。 

○ 中央図書館長  審査の先生方からいろいろ御意見をいただきまして、今までは図書館部 

会や校長会で周知していましたが、ホームページに作品を載せるとイメージがわくの 

ではないかという意見をいただきましたので、そういった周知もしていきたいと思い 

ます。 

○ 教 育 長  今、読書活動の推進や図書館を使って、ということも言われていますので、 

審査員の先生方の御意見も入れて、今後の応募が増えるように周知するようお願いし 

ます。 

 

 

報告事項７ 「平成２９年度高松市立幼稚園利用申込みについて」 

 

こども園運営課長補佐から、平成２９年度高松市立幼稚園利用申込み及び特別な支援



 

を要する園児の利用申込みについて説明。 

 

＜質疑＞ 

○ 教 育 長  小学校就学前の子どもたちの教育ということで、「幼稚園等・保育施設等利 

用案内」は保育所、こども園などの紹介があって分厚いものですが、今回は教育委員 

会ですので幼稚園の部分のみ抜粋して見ていただいています。 

○ こども園運営課長補佐  昨年度までは保育施設等の利用案内と幼稚園等との利用案内

を別にしておりました。今年度は２つ併せて、全部で７６ページになりますが、１号、 

２号、３号全ての利用案内、それから、幼稚園、保育所、認定こども園の園紹介など 

も入れていますので、そちらを参考にしていただけたらと思います。 

 

 

 

教育長が日程第４ 報告事項８について、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 

１４条第７項の規定により、会議は公開しないことを各委員に諮り、非公開とすることに決

する。 

 

 

報告事項８ 「平成２７年度児童生徒の問題行動等生徒指導上の問題に関する調査結果

について」 

 

＜非公開審議、内容不記載＞ 

 

午前１１時０６分 閉会 

 

 

 

 

 



 

議決事項 

「高松市教育委員会公印規則の一部改正について」 

「高松市図書館処務規程の一部改正について」 

「高松市歴史資料館等協議会委員の委嘱について」 

 

 

 


